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ABSTRACT

【Purpose 】「R」evaluate　the　effect　of　wearing　an　tight　trunk　sports－wear，　we　analyzed

the　effect　of　wearing　the　lumbar　supporter　on　the　trunk　repositioning　accuracy　（an

ability　to　reproduce　the　posture　which　one　had　been　taking）　and　lifting　weights

reproducing　accuracy 　（an　ability　to　reproduce　the　lifting　weights　which　one　had　lifted）．
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【Method 】Fifteen　healthy　young　male　su司ects　without　back　pain　participated　in　this

study ．　A　lumbar　supporter　made　of　jersey　（Thermoskin　Reconditioning　Supporter ，－

Standard 　Back　Support －　／　Thermoskin　Co ．　Australia）　was 　used．　The　errors　in

repositioning　the　trunk　flexion　angle　were　analyzed　using　3－Space　Fastrak　（Polhemus

Inc ．，　Colchester，　VT，　U．S．A．）．　The　errors　in　reproducing　lifting　weights　were　analyzed

using　LIDO　Lift　System　（Loredan　Biomedical　Corp ．　California，　U．S．　A．）．　The　errors　in

repositioning　the　trunk　flexion　angle　and　in　reproducing　lifting　weights　were　analyzed　in

two　conditions　（without　lumbar　supporter　and　with　lumbar　supporter ）．　The　mean

absolute 　errors　were　statistically　analyzed　between　two　conditions，　using　paired　t－tests．

【Result 】Wearing　the　lumbar 　supporter　significantly　decreased　the　mean　absolute

error　in　repositioning　the　trunk　flexion　angle．　Wearing　the　lumbar　supporter　did　not

significantly　change　the　mean　absolute　error　in　reproducing　lifting　weights．

【Conclusion 】Wearing　an　lumbar　supporter　around　the　trunk　augments　the

capability　of　repositioning　the　trunk　flexion　angle．　Therefc〕re，　wearing　a　sports
‘wear　that

fits　the　trⅢik　tightly　might　contribute　to　the　improvement　of　the　performances　in　sports

activities．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜

要　 旨

【目的】体 幹部にフィットさせたスポーツウェ

アをシュミレ ートして体幹に巻いた腰部サポータ

ーが，体幹の 屈曲角度再現能力，挙上重量再現能

力にいかに影響を与えるかを検証した．

【方法】健 常若年男性15 人を対 象とし，腰部

サポーターを用い，体幹屈曲角度と挙上重量を再

現する際の誤 差を腰部サポーターなし，装着の2

条件間で比較 （paired　t－test）した．体幹屈曲角度

の再現誤差 は3 －Space　Fastrak　（Polhemus　Inc ．，

Colchester，　VT，　U．S．A．）を用い，あらかじめ設定

した体幹屈 曲再現目標角度を被験者に再現させた

際の誤差を測定した．挙上重量再現誤差はLIDO

Lift シ ス テ ム （Loredan　Biomedical　Corp ．

California，　U．S．A．）を用い，　Isometric挙上におい

てあらかじ め設定した再現 目標挙上重量を被験者

に再現させ た際の誤差を測定した．

【結果】隹 幹屈曲角度再現誤差は腰部サポータ

一装着によって有意に減少した．挙上重量再現誤

差の有意な変化はみられなかった．

【結論】体幹にフィットさせるスポーツウェア

の装用がスポーツパフォーマンスを高める可能性

が示唆された．

緒　言

スポーツにおけるスポーツウェアの役割として，

皮膚の保護，保温性，吸湿性，＝動きやすさ等の多

様な要素が評価されている2）が，これらはスポー

ツウェアが皮膚 にその接触圧 をもって接触するこ

とと関連している．皮膚には多 くの求心性感覚受

容体が存在し，特に人類の手において皮膚は感覚

受容器として大きな働きを司っている3）．すなわ

ち，スポーツウェアは皮膚を介してスポーツパフ

ォーマンスになんらかヽの影響を与えている可能性

があると推察される．

「すべてのスポーツにおいて腰の動きは重要で

ある．」とは古 くから言われている言葉であるが．
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洗練された動 きを行うためには腰椎を中心とした

姿勢の制御（いま，どんな姿勢をとっているかを

知る），腰椎 に加 わる負荷の感知 （い まどれだけ

の重みがかかっているかを知る）は必要不可欠で

あろう．姿勢の制御は，前庭神経系，小脳の他に

腰部では腰椎の椎間板組織，椎間関節包，靭帯組

織，腰背筋群等の固有感覚受容体等が行っている

と考えられており7），そこには腰痛性疾患4），筋

疲労6）等の少なからぬ影響が存在することも検証

されている．しかし，姿勢の制御に対する皮膚へ

の刺激，接触圧の影響はいまだ検証されていない．

皮膚への接触圧 をもって腰部の皮膚にある感覚受

容器になんらかの影響を与えるであろうスポーツ

ウェアが，姿勢の制御，腰椎に加 わる負荷の感知

等のスポーツパフォーマンスに直結する要素にい

かなる影響を与えているかを検証する目的にて本

研究を施行した．　　　　　　　 卜

本研究では，姿勢の制御能力に関してその尺度

として近年広く用いられ，再現性1）・5）に関しても

検証されている姿勢再現誤差1〕・4）・5）・6）を用いた．

腰椎に加わる負荷の感知能力には著者が独自に設

定した挙上重量再現誤差を卅いた． また，体幹に

ある程度の接触圧 をもって装着されるスポーツウ

ェアをシュミレ ートして，体幹部に腰部サポータ

ーを装着させる手法を採用した．

1 ．研究方法

1．1　 対　象

対象は健常若年男性15 人である．年齢は23 歳

～38 歳（平均土標準偏差：30．5±6．2），身長は

158　cm～178　cm　（平均土標準偏差：172．3±5．2

cm ），体重は58　kg～80　kg　（平均士標準偏差：

64．4±6．7　kg）であった 研究施行時点に腰痛を

有した者，かつ過去に医療機関を受診するほどの

腰痛の既往を有した者は含まれていない．あらか

じめ被験者全員に本研究の主旨を説明し承諾を得

た．最終的に，実験終了までの期間内に腰痛など
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の腰部のなんらかの症状が出現した者はいなかっ

た．

1 ．2　 腰部サ ポータ ー　　　　　　　 ＝

使 用 し た 腰 部 サ ポ ー タ ー はThermoskin

Reconditioning　Supporter －Standard　Back　Support －

（Thermoskin　Co ．　Australia　／輸入 元 ：株 式会社 ム

ト ーエ ン ター プラ イズ テ ーピ ング事 業 部 ）で あ

り，サ イ ズは前方幅14　cm ，　後 方幅26 　cm であ る．

素材 は，表 層 よりジャ ージー素材 ， ネ オ プレ ンゴ

ム ， ト ラ イ オ キ シ ンが3 層 構 造 を形 成 し て い る ．

こ れは体幹 周囲長 に対 す るベ ル クロ製 の調 節機構

を有 し てお り， スポ ーツにお ける一 般 的 な使用 を

目的 に市販 さ れてい るもの であ る．S サ イズ （ウ

ェ ス トサ イズ：70　cm　～80　cm ）お よ びM サ イズ

（81　cm　～90 　cm） を用 意し，被験 者 の ウェ ストサ

イズ に合 わせて2 サ イズ のうち いず れ か を選択 し

て使用 し た．体幹部 にフ ィット するス ポー ツウェ

アの シミ ュレー ションを考 慮し ，こ の腰 部サ ポー

ター の装 着は木綿製 の肌 着 を装用 し た上 か ら行い ，

サ ポー ターの張力 は被験 者が不 快感 を 感じ ない程

度 に強 くしめる もの と設 定し た．木綿 製 の肌 着の

み を装着 し た状態 （腰 部サ ポー ター装 着 なし） と

腰 部 サ ポ ータ ー を装 着 し た状 態 との2 条 件 間 で ，

以下 に記 す体幹屈 曲角 度の再 現誤差 ， 挙上 重量再

現誤 差 の2 者 につい て比 較検討 した．

1 ．3　 体幹 屈 曲 （前屈 と側屈 ）角 度 の再現 誤

卜　　 差測 定

体幹屈 曲 （前屈 と側屈 ） 角度 の再現 誤差 の評 価

には3 －Space　Fastrak　（Polhemus　lnc ・，　Colchester，

VT ） を使 用 し た4 ）・5）． こ のシ ス テム は3 次元 動

作 解析 の目的 に開発 された もので，電 磁 波 のトラ

ン スミ ッ ター1 つ と4 つ の電 磁 波 のセ ンサ ー を有

し， 電磁 波 センサ ー とlヽラ ンスミ ッ タ ーとの3 次

元的 静的 お よび動 的位 置関係 の測定 が 可能 である．

得 ら れた情 報はパ ーソナ ルコ ンピ ュ ー タ上 で専用
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ソフトを用い て解析され，トランスミッターを3

次元座標軸の原点とした場合の各センサーの位置，

3 次元的速度がモニターにリ アルタイムで表示 さ

れる．また，センサーは点としてでなく面として

捉えられるため，センサーの傾きを3 次元的角度

として捉えることが可能である．モニター表示 を

利用することにより，被験者にヴィジュアルフイ

ードバヅクさせる手法が可能であ 乱．　　 卜

大・ト ラ：ンスミッターを第2 イ山椎棘突起直上に，1

つのセンサご を第9 胸椎棘突起上の体表に布製 テ

こープを用い て貼 りつけた（図1 ト センサーの貼

りう けはすべて同二験者が行った♪ 起立位を基準

体位とし√ 膝関節伸展位のまま，痛みの生じない

範囲で体幹前屈を行わせた．体幹最大前屈角度を

3－Space　Fasti‘ak の画面上で読みとり，有効数字少

数第1 位をもうて記録した 体幹側屈の評価には

再現性が高いとされている右側屈を統一して採用

し5）√膝一関節伸展を保持したまま，痛みの生じな

い範囲で隹 幹右 側屈を行 わせた．体幹最大右儺屈

角度を同様 に有効数字少数第1 位をもって記録し

図1　3 －Space　Fastrak　（P01hemus　Inc ．，　Colchester，　VT

U ．S．A．） を 用 い た 体 幹 屈 曲 角 度 の 再 現 誤 差 の評 価

ト ラ ンス ミ＝ジ タ ーを 第2 仙椎 棘突 起直上に。1 つ のセンサ ーを

第9 胸椎棘突 起上の体表 に布 製テープを用いて貼っている。

た　　　　　 ト　　　　　　　　　 ト

体 幹 最 大 前 屈 角 度 の3 分 の1 ，2 分 の1 ，3 分 の

2 を 算 出 し て こ れ を 四 捨 五 入 し て 整 数 と し ， 体 幹

前 屈 再 現 目 標 角 度 （ そ れ ぞ れ ，1 ／3－前 屈 角 厂1 ／2－

前 屈 角1　2 ／3－前 屈 角 ） と し た 同 様 に 体 幹 最 大 右

側 屈 角 度 の3 分 の1 ，　2 分 の1 ，3 分 の2 を 算 出 し

て こ れ を 四 捨 五 入 し て 整 数 と し ， 体 幹 個 屈 再 現 目

標 角 度 （そ れ ぞ れ け1 ／3L側 屈 角 ，1 ／2－側 屈 角 ，2 ／3一

側 屈 角 ） と し た ．
卜　

……… ＝……………1 …
…

……………IJ… ……… ＝

1／3－前 屈 角 を 再 現 目I標 角 度 ど し た 場 合 を 例 に ，

体 幹 前 屈 角 度 の 再 現 誤 差 評 価 法 を 記 す レ 被 験 者 に

前 胸 部 で 腕 組 み を さ せ る ．ニモ ム ダ 宀 上 に 表 示 さ れ

る 体 幹 前 屈 角 度 を 見 せ な が ら 行 う ビ ジ ュ ア ル フ イ

ーニド バ ツ ク 方 式 で ， 被 験 者 に亅 ／3－前 屈 角 ち ょ う ど

の 体 幹 前 屈 位 を と ら せ ，ノそ の 時 点 で 閉 眼 し て1 ／3－

前 屈 角 を 体 感 し ， か つ 記 憶 す る よ う 一 定 の 説 明 を

与 え る ご そ の 後 い っ た ん 基 準 体 位 に 戻 ら せ た 後 ，

閉 眼 に て1 ／3－前 屈 角 を 再 現 さ せ √ 験 者 は そ の 際 の

体 幹 前 屈 角 度 を モ ご タ ー 上 で 読 み と り √卜有 効 数 字

少 数 第1 位 を も づ て 再 現 角 度 と し て 記 録 す る♪ 再

現 角 度 と1 ／3－前 屈 角 と の 差 の 絶 対 値 を 算 出 し ，∧こ

れ を1 ／y 前 屈 角 の 再 現 誤 差 （単 位 ： 度 ） と す る ．

こ の よ う な ［ 画 面 を 見 な が ら 角 度 を 再 現 し て こ れ

を 体 感 し √ 閉 眼 し た う え で こ れ を 再 現 す る ］ と い

う プ ロ セ ス を 計3 回 行 わ せ る
‥ ＼　 卜

‥‥ ‥

実 際 に は ，　1 ／3－前 屈 角 ，112－前 屈 角 ，　2／3－前 屈 角 ，

1／3一側 屈 角 ，　1／2－側 屈 角 ，2／3－側 屈 角 の6 種 類 の 再 現

目 標 角 度 に つ い て は 乱 数 表 を 用 い て ラ ン ダ ム に 順

番 設 定 し た う え で 測 定 を 行 う た レ6 種 類 の 再 現 目

標 角 度 そ れ ぞ れ に お い て3 回 ず つ 測 定 し た 再 現 誤

差 の 平 均 値 を 算 出 し ，（ こ れ を 評 価 対 象 と し た ． ま

た ，）l体 幹 前 屈 √ 体 幹 側 屈 そ れ ぞ れ3 う ず つ の 再 現

角 度 に お け る 再 現 誤 差 の 平 均 値 を 算 出 し ， こ れ を

体 幹 前 屈 お よ び 体 幹 側 屈 の 総 合 評 価 基 準 と し た ．

1 ．4　 挙上重量の再現誤差測定　　　 ▽

挙上重 量再 現誤 差に はLIDO　Lift システム

デサントスポーツ科学Vol ．　22



（Lored 助Biomedic ；a1　Corp ．　California ，　U．S．A．匚 を

用 い た 剔 卜 こ の シ ス テ ム は 重 量 物 挙 上 動 作 の 解 析

お よ び シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 目 的 に て 開 発 さ れ た も

の で あ り ， 高 感 度 の セ ン サ フ （ 挙 上 力 ， 挙 上 速 度 ，

挙 上 加 速 度 を モ ニ タ ー す る ） に 連 結 さ れ た 挙 土 用

バ ー が マ ウ ン ト さ れ た 本 体 と パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ

ー タ か ら な っ て い るj 挙 上 用 バ ー に 取 り 付 け たT

型 ハ ン 卞 ル 等 の ア タ ＝ツ チ メ ン 卞 を 把 持 す る こ と に

よ り
≫
　Isokinetic　（ 等 速 度 性 ）∧；＝Isoiner 血 目 等 運 動

性 ），　Isometric
し
（ 等 張 性 ） の3 種 類 の 挙 上 様 式 に

お け る 動 作 解 析 ， 挙 上 シ ミ ュ レ ，－－シ ョ ン が 可 能 で

あ る レ ま た ， パ ゞ ソ ナ ル コ ン ピ ュ ヴ タ の モ ニ タT

に 現 時 点 で の 挙 上 力 （ ポ ン ド ） が 数 字 と 棒 グ ラ フ

で 表 示 さ れ る こ と に よ り ， 被 験 者 に ヅ イ ジ ュ ア ル

フ ィ ー ド バ ッ ク さ せ る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン が 可 能 で

あ る ・（図2 ）。yし ……… ……j＼くj　 。。 卜 卜 ∧………j，万ly一

卜 挙 上 様 式 は 挙 上 重 量 の 卩 ン ＝ト ロ ヤ ル の し や す さ

を 考 慮 し てIsometric 挙 上 を 用 い た ‥ 被 験 者 の 体

図2　 ・LIDO　Lift　 シ ス テ ム （Loredan ，Biomedi ．cal　Inc．，

Califomia √UXA ．） を 用 い た 挙 上 重 量 再 現 誤 差 の 評 価

被 験 者 が腰 部 サ ポ ー タ ー を 装 着 し た う え で ， 挙 上 用 バ ー に連 結

さ れ た 崕 膝 の 高 さ に あ るT 型 ハ ン ド ル を把 持 しlsometric 挙 上

を 行 っ て い るレ モ ニ タ ー に 現 時 点 で の 挙 上 力 （Iポ ン ド） が 数 字

と棒 グ ラ フ で 表 示 さ れ て お り ， あ ら か じ め 設 定 さ れ た再 現 目 標

挙 上 重量 を ビ ジ ュ ア ル フ ィ ー ド バ ッ ク方 式 で 再 現 ・体 感 し て い

る ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ト
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重の10 ％，　20％，　40％を算出してこ れを四捨五

入して整数とし，再現目標挙上重量 （そ れぞ れ，

10 　％　BW，　20　％　BW，　40　％　BW）とし た．

10 　％　BW を再現目標挙上重量とし た場合 を例

に，挙上重量再現誤差の評価法を記す．＼T 型ハン

ドルを挙上用バーに連結し，これが被験者の膝の

高さになるように調整する．被験者はT 型ハンド

ルを把持し，　Isometric挙上 を行う厂上肢 は肘関

節伸展位厂下肢は膝関節伸展位にて挙 上するとい

う同一の説明を行うレIsometric挙上 ゆえに，T 型

ハンドルは移動することなく，被験者 がこの姿勢

を保持したまま挙上力が加えられてい くことにな

る．被験者にモニターを見せながら1 秒閧の挙上

を行 わせ，この間にヴィジュアルフィ ードバック

方式 で数字と棒 グラフによって挙上重 量を10 ％

BW ちょうどになるように調節させこ れを維持 さ

せる．その際の亅0 ％　BW ちょうどの重量を挙上

している感覚を体感し，ノかつ記憶する よう・一定の

説明を与える．次にモニタヤ に暗幕を かぶせて被

験者に見えない ようにし，5 秒間の亅O ％BW の重

量挙上を再現させ る．この際，初めの1 秒間で力

を入れはじめる，＼最後の1 秒間を力を抜 ＜，＞その

間の3 秒 間で10 ％BW の重 量挙上 を 再現す る，

という同一の説明を与える。UDO　Lift ミイステム

のソフトウェアを用いて，5 秒間の挙上における

挙上力 のピグ ク］3秒間の平均 値 （Pea ，k　3　峠c ．

average）を算出し／これをレ10％BW の重量挙上

に対する再現挙上力 として記録する．この再現挙

上力 と再現目標挙上重量である10 ％BW との差

の絶対 値を算出し√10 ％］E！W の重量挙上の再現

誤差 （単位：lbs ）とする．このような［画面を

見ながら挙上力を体感し，面面を見ず にこれを再

現する］というプロセスを1 種類の重 量に対し計

3 回行わせる．　　　　　　二

＝，実際には，　10　％　BW，　20　％　BW ，　40　％　BW の

3 種類の再現目標挙上重量を乱数表にてランダム

に配列したうえで計測を行った3 種類 の再現目
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標挙上重量それぞれにおいて3 回ずつ測定した再

現誤差の平均値を算出し，これを挙上重量再現誤

差（単位：lbs）とした。また，3種類の再現目標

挙上重量における再現誤差の平均値を算出し，こ

れを挙上重量再現の総合評価基準とした。

1 ．5　 腰部サポーター装着の有無と検定

以上の体幹屈曲角度および挙上重量の再現誤差

測定を腰部サポーター装着なし，腰部サポーター

装着ありの2 条件下に施行した．この順序は乱数

表を用いてランダムに設定した．この2 条件間で

各再現誤差をpaired　t－testを用いて統計学的に検

定を行い，5 ％未満の危険率をもって有意差あり

とした．

2 ．結　果

2 ．1　 体幹屈曲角度の再現誤差

2 ．1 ，1　 体幹前屈角度再現誤差（表1 ）

体幹前屈角度再現誤差は3 種類の体幹最大前屈

角度（1／3－前屈角，　1／2－前屈角，　2／3－前屈角）のい

ずれにおいても腰部サポーター装着によって有意

に減少した．3 種類の体幹前屈再現目標角度にお

ける再現誤差の平均値も腰部サポーター装着によ

って有意に減少した．

2。1 ．2　 体幹側屈角度再現誤差（表1 ）

体幹側屈角度再現誤差は3 種類の体幹最大側屈

角度（1／3一側屈角，　1／2－側屈角，　2／3－側屈角）のい

ずれにおいても腰部サポーター装着によって有意

に減少した．3 種類の体幹側屈再現目標角度にお

ける再現誤差の平均値も腰部サポーター装着によ

って有意に減少しか．

2 ．2　 挙上重量再現誤差（表2 ）

挙上重量再現誤差は3 種類の再現目標挙上重量

（10％　BW，　20　％　BW，　40　％　BW）いずれにおい

ても腰部サポーター装着なし，腰部サポーター装

着の2 条件間で有意差を認めなかった．3 種類の

再現目標挙上重量における再現誤差の平均値も2

条件間で有意差を認めなかった．（表2 ）

3 ．考　察

本研究において，体幹部 に巻かれた腰部サポー

ターが体幹前屈角度と体幹側屈角度に対する再現

能力 を有意に向上させた結果を得た．これは検索

し得た範囲ではこれまでに報告がない新しい知見

表2　 腰部サポーター装着と挙上重量再現誤差

贊 韲　
ミ
ままJ？：再湃ll ‰（にpaired　L

－tesl

10　％　BW　　2 ．2±1．3　　2．5±1．3

20 ％BW　　4 ．5±2．7　　3．3±1．6

40 ％BW　　　7．6±31　　1 刄±4．2

p°0．5420

p°0．1832

p＝0．7755

平　均　　　4．8±1．6　　4．6±1．7　　p＝0．6965
一 一一一一一　　 －一一－ 一一－ － ・－ －－－－－－－－挙上重量再現誤差は3 種類の再現目標挙上重量いずれ

においても腰部サポーター装着なし，装着ありの2 条

件間で有意差を認めなかった．3 種類の再現目標挙上

重量における再現誤差の平均値も2条件間で有意差を

認めなかった．

表1　 腰部サポーター装着と体幹屈曲（前屈と後屈）角度再現誤差

＊危険率5 ％未満にて有意な差を認める

体幹屈曲再現目標角度

前屈 1／2－前屈角

2／3　－前屈角

装着なし

3．0士1．6

3．7土2．3

2．9±1．2

装着あり
ー－－1．3土0 ．6

1．8土0 ．9

1．8±1 ．1

paired　t－test

－
＊p °0．0003

＊p ＝0．0058

側屈

1／3一側屈角

1／2　一側屈角

2／3　一側屈角

2．9土1．9

2．9土L7

2．1±1．4

2．1土1．3

2．0士0．9

1．1土0，8

＊p °0．0035

＊p °0．0064

体幹屈曲角度再現誤差は3種類の体幹前屈再現目標角度，3種類の体幹側屈再現目標角度のいずれにおいても腰部サポーター装着によ

って有意に滅少した．前屈，側屈それぞれにおける再現誤差の平均値も腰部サポーター装着によって有竟に減少した．
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であり，体幹部のスポーツウェアの装用がスポー

ツにおけるパフォーマンスを高める可能性を有し

ていることを示唆し得るものである．この結果の

理由として，腰部サポーターが直接的には腰部の

皮膚への接触圧をもってその感覚受容器になんら

かの影響を与えた，すなわち皮膚接触圧をもって

体幹位置を認識させるフィードバック機構が働い

たことが推察されるが，本研究の実験手法のみで

は詳細な理由を断定することは困難である．皮膚

に近接する腰背筋群，靭帯組織，椎間関節包，椎

間板組織等への間接的な影響の存在も現時点で否

定できない．サポーターの張力の標準化，スポー

ツウェアとして個々にオーダーメードしたうえで

の測定等が今後の検討課題である．

個々の挙上重量再現誤差に関しては，腰部サポ

ーター装着がなんらの効果も示さない結果であっ

た．ただ，挙上重量再現誤差の評価は，いまだそ

の概念および測定のプロトコールが確率されてい

ない分野である．挙上重量の感知に関しては多様

な感覚受容組織が関与している7）が，その評価に

関しては挙上様式，設定重量の吟味，再現性等の

再検討を行うことが必要であろうと考えている．

4 ．結　論

体幹部に腰部サポーターを巻くことが少なくと

も体幹前屈および側屈角度を再現する能力を高め

ることが示唆された．すなわち，体幹にフィット

させるスポーツウェアの装用がスポーツにおける

パフォーマンスを高める可能性を有していると考

えられる．
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